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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
（ 冷 却 セ グ メ ン ト ）
　 冷 却 セ グ メ ン ト １ ２ は 、 た ば こ ロ ッ ド 部 １ １ と フ ィ ル タ ー セ グ メ ン ト １ ３ と に 隣 接 し て  
挟 持 さ れ 、 通 常 、 円 筒 等 の 周 方 向 の 断 面 が 中 空 （ 空 洞 ） と な る キ ャ ビ テ ィ が 設 け ら れ た 棒  
状 の 部 材 で あ る 。
　 冷 却 セ グ メ ン ト １ ２ に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 そ の 周 方 向 に 、 か つ 、 同 心 状 に 開 孔 Ｖ （  
本 技 術 分 野 で は 「 ベ ン チ レ ー シ ョ ン フ ィ ル タ ー （ Ｖ ｆ ） 」 と も 称 す る 。 ） が 設 け ら れ て い  
て も よ い 。 な お 、 図 ２ で は 、 同 心 円 状 に ８ 個 の 開 孔 Ｖ が 配 置 さ れ て い る が 、 開 孔 Ｖ の 数 は  
こ れ に 限 定 さ れ な い 。 ま た 、 開 孔 Ｖ は 、 冷 却 セ グ メ ン ト １ ２ と フ ィ ル タ ー セ グ メ ン ト １ ３  
と の 境 界 か ら 、 冷 却 セ グ メ ン ト 側 の 方 向 の ２ ｍ ｍ 以 上 の 領 域 に 存 在 し て い て も よ い 。
　 開 孔 Ｖ が 存 在 す る こ と で 、 使 用 時 に 外 部 か ら 冷 却 部 の 内 部 に 空 気 が 流 入 し 、 た ば こ ロ ッ  
ド 部 １ １ か ら 流 入 す る 成 分 や 空 気 の 温 度 を 下 げ る こ と が で き る 。 さ ら に 、 開 孔 Ｖ を 設 け る  
位 置 を 冷 却 セ グ メ ン ト １ ２ と フ ィ ル タ ー セ グ メ ン ト １ ３ と の 境 界 か ら 、 冷 却 セ グ メ ン ト 側  
の 方 向 の ４ ｍ ｍ 以 上 の 領 域 内 と す る こ と に よ り 、 冷 却 能 力 を 向 上 さ せ る だ け で な く 、 加 熱  
に よ り 生 成 さ れ る 成 分 の 冷 却 セ グ メ ン ト 内 で の 滞 留 を 抑 制 し 、 該 成 分 の デ リ バ リ ー 量 を 向  
上 さ せ る こ と が で き る 。
　 な お 、 た ば こ ロ ッ ド 部 １ １ に エ ア ロ ゾ ル 基 材 が 用 い ら れ る 場 合 、 た ば こ ロ ッ ド 部 １ １ が  
加 熱 さ れ る こ と で 生 じ る エ ア ロ ゾ ル 基 材 と た ば こ 香 味 成 分 と を 含 む 蒸 気 が 、 外 部 か ら の 空  
気 と 接 触 し て 温 度 が 低 下 す る こ と で 液 化 し 、 エ ア ロ ゾ ル が 生 成 さ れ る こ と を 促 進 さ せ る こ  
と が で き る 。
　 ま た 、 同 心 円 状 に 存 在 す る 開 孔 Ｖ を １ つ の 開 孔 群 と し て 扱 っ た 場 合 、 開 孔 群 は １ つ で あ  
っ て も よ く 、 ま た 、 ２ つ 以 上 で あ っ て も よ い 。 開 孔 群 が ２ つ 以 上 存 在 す る 場 合 、 加 熱 に よ  
り 生 成 さ れ る 成 分 の デ リ バ リ ー 量 向 上 の 観 点 か ら 、 冷 却 セ グ メ ン ト １ ２ と フ ィ ル タ ー セ グ  
メ ン ト １ ３ と の 境 界 か ら 、 冷 却 セ グ メ ン ト 側 の 方 向 の ４ ｍ ｍ 未 満 の 領 域 に は 開 孔 群 を 設 け  
な い こ と が 好 ま し い 。
　 ま た 、 非 燃 焼 加 熱 式 た ば こ １ ０ が 、 た ば こ ロ ッ ド 部 １ １ 、 冷 却 セ グ メ ン ト １ ２ 及 び フ ィ  
ル タ ー セ グ メ ン ト １ ３ が チ ッ プ ペ ー パ ー １ ５ で 巻 装 さ れ て な る 態 様 で あ る 場 合 、 チ ッ プ ペ  
ー パ ー １ ５ に は 、 冷 却 セ グ メ ン ト １ ２ に 設 け ら れ た 開 孔 Ｖ の 直 上 の 位 置 に 開 孔 が 設 け ら れ  
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て い る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う な 非 燃 焼 加 熱 式 た ば こ １ ０ を 作 製 す る 場 合 、 開 孔 Ｖ と 重  
な る よ う な 開 孔 を 設 け た チ ッ プ ペ ー パ ー １ ５ を 準 備 し て 巻 装 し て も よ い が 、 製 造 容 易 性 の
観 点 か ら 、 開 孔 Ｖ を 有 さ な い 冷 却 セ グ メ ン ト １ ２ を 用 い て 非 燃 焼 加 熱 式 た ば こ １ ０ を 作 製  
し た 後 、 冷 却 セ グ メ ン ト １ ２ 及 び チ ッ プ ペ ー パ ー １ ５ を 同 時 に 貫 通 す る 孔 を 開 け る こ と が  
好 ま し い 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 た ば こ ロ ッ ド 部 １ １ 中 の 香 料 含 有 材 料 の 含 有 量 は 、 香 料 含 有 材 料 中 の 香 料 含 有 量 に も よ  
る が 、 乾 燥 た ば こ 葉 に 対 し て 通 常 １ 質 量 ％ 以 上 、 好 ま し く は ５ 質 量 ％ 以 上 、 ま た 、 通 常 ２  
０ 質 量 ％ 以 下 、 好 ま し く は １ ０ 質 量 ％ 以 下 で あ る 。
　 ま た 、 た ば こ ロ ッ ド 部 １ １ は 、 香 料 含 有 材 料 に 含 ま れ る 香 料 の 含 有 量 が 通 常 １ ｍ ｇ 以 上  
、 好 ま し く は ５ ｍ ｇ 以 上 、 よ り 好 ま し く は １ ０ ｍ ｇ 以 上 、 ま た 、 通 常 ３ ０ ｍ ｇ 以 下 、 好 ま  
し く は ２ ０ ｍ ｇ 以 下 と な る よ う 香 料 含 有 材 料 を 含 む 。
　 た ば こ ロ ッ ド 部 １ １ 中 の 香 料 含 有 材 料 の 含 有 量 を 上 記 範 囲 内 と す る こ と で 、 良 好 な 香 調  
を 付 与 す る こ と が で き る だ け で な く 、 喫 煙 初 期 か ら 後 期 に わ た っ て パ フ 毎 の 香 料 デ リ バ リ  
ー 量 の ば ら つ き を 抑 制 す る こ と が で き 、 ま た 、 喫 煙 の 初 期 、 中 期 、 及 び 後 期 の い ず れ に お  
い て も 十 分 な デ リ バ リ ー 量 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ０ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ０ ３ 】
＜ 香 料 デ リ バ リ ー 量 の 評 価 ＞
　 実 施 例 １ で 作 製 し た 各 非 燃 焼 加 熱 式 た ば こ を 喫 煙 試 験 に 供 し 、 加 熱 に よ り 生 成 さ れ る 成  
分 の デ リ バ リ ー 量 を 評 価 し た 。
　 喫 煙 試 験 は 、 Ｃ ａ ｎ ａ ｄ ｉ ａ ｎ   Ｉ ｎ ｔ ｅ ｎ ｓ ｅ   Ｒ ｅ ｇ ｉ ｍ ｅ （ Ｃ Ｉ Ｒ ） を 参 考 に 下  
記 の 条 件 で 行 っ た 。
　 外 周 加 熱 を 行 う 電 気 加 熱 式 デ バ イ ス を 使 用 し 、 非 燃 焼 加 熱 式 た ば こ を 挿 入 し た 後 に 、 ヒ  
ー タ ー 温 度 を ２ １ 秒 間 以 内 で ２ ９ ５ ℃ ま で 昇 温 し 、 ５ 秒 間 以 内 で ２ ６ ０ ℃ ま で 降 温 し 、 評  
価 終 了 ま で （ 約 ３ ３ ０ 秒 間 ） ２ ６ ０ ℃ で 維 持 し た 。 こ の 後 、 喫 煙 試 験 は Ｂ ｏ ｒ ｇ ｗ ａ ｌ ｄ  
ｔ 社 製 １ 本 が け 自 動 喫 煙 機 を 用 い て 、 流 量 ５ ５ ｃ ｃ ／ ２ 秒 、 喫 煙 間 隔 ３ ０ 秒 の 条 件 で 自 動  
喫 煙 を 行 っ た 。 こ の 際 、 冷 却 セ グ メ ン ト に 施 さ れ た 開 孔 が 、 非 燃 焼 加 熱 式 た ば こ と 電 気 加  
熱 式 デ バ イ ス と が 接 触 す る 領 域 の 吸 口 端 側 の 端 部 か ら ２ ５ ． ５ ｍ ｍ と な る よ う に し た 。 喫  
煙 試 験 で 発 生 し た 主 流 煙 を ケ ン ブ リ ッ ジ パ ッ ド に 捕 集 し 、 パ フ 動 作 を １ ２ 回 行 な っ た 後 に  
ケ ン ブ リ ッ ジ パ ッ ド を 取 り 出 し 、 １ ０ ｍ Ｌ の エ タ ノ ー ル に て 抽 出 し 、 Ｇ Ｃ － Ｍ Ｓ を 用 い て  
各 パ フ 動 作 で 採 取 し た 主 流 煙 中 の メ ン ソ ー ル の 量 を 測 定 し た 。
　 実 施 例 １ の 非 燃 焼 加 熱 式 た ば こ に お い て 、 メ ン ソ ー ル の 合 計 デ リ バ リ ー 量 を １ と し た と  
き の 各 パ フ に お け る メ ン ソ ー ル の デ リ バ リ ー 量 を 下 記 表 １ 及 び 図 ７ に 示 す 。
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